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開催行事報告

萬福寺の行事はどなたでも参加できます。

北
條
和
之
老
師

戸
澤
宗
充
法
尼
様

お
札
が
配
ら
れ
ま
し
た

講
演
す
る
丹
野
浩
成
社
長

　
昨
年
７
月
13
日
（
木
）、
正
午
か
ら
新
盆
供
養
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
午
後
1
時
か
ら
は
高こ
う

寅い
ん

寺じ

ご
住
職
、

北
條
和
之
老
師
に
よ
る
法
話
が
行
わ
れ
、
午
後
２
時

か
ら
盂
蘭
盆
会
法
要
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、境
内
で
は
ご
住
職
手
作
り
の「
き
の
こ
汁
」

が
振
る
舞
わ
れ
、
ま
た
「
永
平
寺
そ
ば
」
が
プ
レ
ゼ

ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。
法
話
で
は
、
Ｊ
Ａ
東
京
中
央
セ

レ
モ
ニ
ー
セ
ン
タ
ー
、
丹
野
浩
成
社
長
の
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
年
末
恒
例
の
御
本
尊
阿
弥
陀
如
来
三
尊
仏
の
御
開

帳
、
お
身
拭
い
の
儀
式
が
、
12
月
14
日
（
木
）
午
前

11
時
か
ら
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
毎
年
恒
例
の
大
施
餓
鬼
会
法
要
が
７
月
23
日
（
日
）、

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
法
要
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た
法

話
で
は
、
日
蓮
宗
・
一い
ち

華げ

庵あ
ん

主
、
戸
澤
宗
充
法
尼
様

が
琵
琶
の
弾
き
語
り
を
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
恒
例
の
鬼
子
母
神
祈
願
法
要
が
、
静
岡
県
・
岸
本

勝
吾
様
ご
一
行
を
お
迎
え
し
て
執
り
行
わ
れ
、
家
門

繁
栄
・
子
孫
長
久
が
祈
願
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
年
を
締
め
く
く
る
歳
末
諷
経
が
夜
の
11
時
か
ら
、

続
い
て
新
年
を
迎
え
る
大
般
若
会
御
祈
祷
諷
経
が
行

わ
れ
、
そ
の
後
、
午
前
1
時
過
ぎ
ま
で
参
詣
者
に
よ

る
除
夜
の
鐘
つ
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「大般若経」の一部20巻を転読


